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は し が き

国民健康保険事業のため、御尽力をいただいております皆さまに対し、厚くお礼申し

上げます。

国民健康保険制度は、昭和１３年度に創設されて以来、地域住民の健康保持増進に大

きく貢献してきたところです。

しかし、近年の急速な少子高齢化の進行や社会経済情勢の変化、医療技術の進歩によ

る医療費の増加、また、低所得者層や高齢者を多く抱えるという構造上の問題等により、

厳しい財政状況が続いています。

このような中、持続可能な制度を構築し、将来にわたり国民皆保険を堅持することが

できるよう、平成２７年５月に「持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保

険法等の一部を改正する法律」が公布されました。特に国民健康保険の改革においては、

平成３０年度から都道府県が財政運営の責任主体となり、安定的な財政運営や効率的な

事業の確保等の国保運営に中心的な役割を担うことになりました。

本県においては、平成３０年度以降の円滑な国保運営の実施に向けて、「群馬県市町

村国民健康保険連携会議」を設置し、県と市町村で協議を進めているところです。

各保険者においては、引き続き国民健康保険事業の健全かつ円滑な運営を図るために、

収納率向上対策による収入の確保、レセプト点検や後発医薬品の利用促進等による医療

費の適正化、住民の健康づくりや疾病予防対策等の保健事業の推進など、収支両面にわ

たる経営努力の一層の強化に取り組んでいただいているところです。

本書は、各保険者から報告された国民健康保険事業状況報告書等に基づいて、本県に

おける平成２７年度の国民健康保険事業の状況を集計分析したものです。

今後の国民健康保険事業運営の参考資料として御活用いただきますとともに、関係各

位の一層の御理解をいただく一助となれば幸いです。

平成２９年３月

群 馬 県 健 康 福 祉 部 国 保 援 護 課 長 大 山 隆 幸

群馬県国民健康保険団体連合会事務局長 須 田 孝 也
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